
■プレスリリース■

�ä�¯�Ë�Ú�~�Ñ�¥�Ä�~�Ñ�£�µ�Â�Ÿ�Ì�ç�y�©�¿�«�¦�Ñ�~� �Õ�ï�Ä��������

�:�0�,�0�)�"�.�"���1�)�0�5�0���'�&�4�5�*�7�"�-�y�,�*�$�,���0�'�'���&�W�F�O�U����������

�‰�5�w�S�Œ�’�d

�ä�¯�Ë�Ú�~�Ñ�¥�Ä�~�Ñ�£�µ�Â�Ÿ�Ì�ç�x���������å�w�‰�5�t�²�Z�o�z���������å���D�t�#
¿
z�è

�ï�¨
Ô�•���ø���T�’�•�‡�“�‡�b�{

�#
¿�x�Ô�Š�w�ø
��w
Ñ�•	��w�°
��p�K�”�<�,�Ç	Û�U	s�Š�o�ú�ß�w�•�t�ø
����›�‰�M�h

�•�T�“�w�•�p�b�{

���������å�x�<�,�Ç	Û�U�ø
����›�‰�M�o������	*�å�q�s�”�G�æ�b�‚�V�å�t�p�h�“�‡�b�{

�Ô�Š�q
H�„�›�(�Y�u�›�Ó�w�°�m�q� �̀o�ë�Q�h�Ó�Ê�#
¿�x�z�q�O�7�‘�s
��•���=�z	Ø�C

�U�¦�)�b�”�N�¢�p�K�“���=�3	[
Ñ���N�¢�«�æ�¤� �Â�Ÿ�Ò�³�Â�Ÿ�q� �̀o���=�3	[�U�N�¢�-

�h�•�—�n�X�“�t�S�Z�”�G�V�s�©�”�ë�”�Å�t�s�l�o�M�‡�b�{

�ø
��U�•�¬�t�L�h�d�”�\�q�q�x�r�w�‘�O�s�\�q�s�w�T�{

�ø
��x�\�•�T�’�r�w�‘�O�s�D�ó
Q�›
•�Š�o�M�”�w�T�{

�ø
�
C	µ�w�•�#
¿�p�z�•�¬�~�¢�½�q	��›�q�“�K�M�z
H�„�¤�w���X�w
��U�Z�•�z	Z�q

�M�z�€�C�`�z�0�é�U
\�‡�•�”�ø
��N�¢�¹�ø
��w�~�”�^�q�›
Ñ�“�K�[�o�M�V�‡�b�{

�¬�é�”�Ì�ç�q�é�”�§�ç�U�¦�)�b�”�N�¢�~�#
¿�p	ý�`�X�•�‡�”�ø
����=�w�;�ˆ�›�e�{�ò

�a�o�X�i�^�M�{



【開催概要】
ヨコハマ・フォト・フェスティバル　キックオフ・イベント2010

開催期間：2010年1月13日（水）～17日（日）
開催場所：横浜赤レンガ倉庫１号館　２Fスペース
（神奈川県横浜市中区新港1-1-1　TEL045-211-1515）
開催時間：11：00～19：00

入場料：無料　（※一部有料プログラムがございます）
主　催：ヨコハマ・フォト・フェスティバル実行委員会、
横浜赤レンガ倉庫１号館［公益財団法人横浜市芸術文化振興財団］
協　賛：株式会社資生堂
後　援：横浜市市民活力推進局、神奈川新聞社、tvk、RFラジオ日本、FMヨコハマ、横浜市ケーブ
ルテレビ協議会
オープニング・レセプション：1月13日（水）
!ヨコハマ・フォト・フェスティバル　キックオフ・イベント2010は、ヨコハマ・オープンポート
フォリオレビューやフォトグラフィック・カンバセーションといった参加型のプログラムをはじ
め、地域との交流型のワークショップなど様々なプログラムが用意されています。

プログラムの詳しい内容については以下をご参照下さい。

【プログラム内容】

１．ヨコハマ・オープンポートフォリオ・レビュー
写真家とレビュアーが「出会い」、新しい才能が生まれていくプレゼンテーションの場となりま
す。
一般公募によって参加する写真家のポートフォリオを一同に展示し、そこをレビュアーが回遊して
レビューしていくポートフォリオ・レビューです。また、同じく回遊する一般観客に対し写真家が
自作をプレゼンテーションします。

レビュアー・リスト (参加されるレビュアーは順次ウェブサイトに掲載していきます。）
細江英公（写真家・清里フォトミュージアム館長） 沖本尚志（Photographica編集者）

小林正明（アートディレクター） 川上義哉（デジタルカメラマガジン編集長）
西山俊一（窓社発行人兼編集人） 天野太郎（横浜美術館キュレーター）
小林美香（写真研究者） 山田敦士（写真家・PHOTOGRAPHERS SUMMIT主

宰）
梶原高男（元日本カメラ編集長・大阪芸術大学教
授）

奥田明久（アサヒカメラ編集長）

河野和典（写真年鑑編集長・元日本カメラ編集長） 竹内万里子（写真評論家・京都造形芸術大学教授）
後藤繁雄
（クリエイティブディレクター・京都造形芸術大学教
授）

菅沼比呂志（ひとつぼ展ディレクター）

姫野希美（赤々舎代表取締役＆ディレクター） 小川潤子（マグナム・フォト東京支社ディレクター）
福川芳郎（ブリッツギャラリー ギャラリスト） マーク・ピアソン

（禅フォトギャラリー ギャラリスト）

大田菜穂子
（Gallery 21 Klee inc Paris Tokyoギャラリスト）

笠原美智子（東京都写真美術館事業企画課長）



２．トーキョー・ポートフォリオ・レビュー展
約20名の日本写真界の若き才能と、その多様性を一斉に展示します。
過去3回のトーキョー・ポートフォリオ・レビュー（※）に参加した写真家の中から選別された約
20名の若手作家の作品を展示します。日本写真界の若き才能と、その多様性が赤レンガ倉庫に展示
されます。

参加写真家
小山泰介 細倉真弓
うつゆみこ 中山正羅
岡部桃 たけむら千夏
緒方範人 金川晋吾
藤本涼

他計20名
" トーキョー・ポートフォリオ・レビューは2007年から開催されている後藤繁雄が発足したG/P 

gallery主催の新たな写真の才能発掘の為のレビューイベントです。
詳しくはトーキョー・ポートフォリオ・レビューウェブサイトをご覧ください。
 HYPERLINK "http://www.tokyoportfolioreview.org/" http://www.tokyoportfolioreview.org/

３．スライドショー・スクリーニング
a.ライブ・スライドショー＆トークショー
所幸則、大和田良、平野太呂、頭山ゆう紀、松本美枝子、杉本剛（ニューヨーク在住）、青木孝允
（ベルリン在住）ら活躍中の日本の写真家からセレクトしたスライドショープログラム。
b.スペシャルトークショー：細江英公＆竹内万里子「フォトフェスティバルの魅力」を語る
世界の数々のフォトフェスティバルに招待されてきた細江英公がフォトフェスティバルの魅力を語
ります。2009年11月にイタリアで開催されるルッカ・デジタル・フォト・フェスティバルでの10

メートル超に及ぶ絵巻物の作品展示レポートも併せて行います。
またアルル写真の出会いフォトフェスティバルに10年間通い続けた竹内万里子からアルルの魅力を
お話しいただきます。
c.「ポートフォリオレビューの仲間達」ÓFriends of Portfolio ReviewÓ

2009年にレビュー・サンタフェ、アルル・フォトフォリオ・レビューで写真家永田陽一が出会った
ステキな世界の写真家達を紹介するスライドショー。

上映作家

Aline Smithson (U.S.A.) Jimmy Lam (Singapore)

Angela Bacon-Kidwell (U.S.A.) Jonathan Blaustein (U.S.A.)

Ari Salomon (U.S.A.) Kaycie Roberts (U.S.A.)

Billie Mandle (U.S.A.) Yoshiaki Kita (Japan)

Catherine Cameron (Norway) Kurt Tong (England)

Celine Wu (Japan) Kuyas Ferit (Swiss)

Elizabeth Fleming (U.S.A.) Oyvind Hjelmen (Norway)

http://www.tokyoportfolioreview.org
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Georg Kuettinger (Germany) Sonja Thomsen (U.S.A.)

Graham Miller (Australia) Susan Burnstine (U.S.A.)

Hiroyo Kaneko (U.S.A.) Yoichi Nagata (Japan)

Janelle Lynch (U.S.A.)　Mark Menjivar (U.S.A.)(U.S.A.)　Mark Menjivar (U.S.A.)(U.S.A.)　Mark Menjivar (U.S.A.)

４．野毛・フォト・ヴィレッジ・ワークショップ
「写真が地域に果たせること」という問いを地域との交流を通して模索していくワークシ
ョップとなります。
日本と世界を繋ぐ日本最大の貿易港の一つとして栄えた横浜桜木町と隣接し、古くから人々が集う
繁華街を形成していた野毛界隈は、下岡蓮杖が1862年に日本初の商業写真館を開いた写真発祥の地
としても知られています。今日も野毛は昔のにぎわいをそのまま残す風情漂う街として写真家のみ
ならず多くの芸術家達を魅了し続けると同時に、大道芸など活気溢れる活動も盛んに行われていま
す。
このワークショップではベテラン、若手写真家と参加する方たちが一緒に街の記録や写真を通して
野毛の街・人とのコミュニケーションに挑戦します。文化芸術創造都市クリエイティブシティを標
榜する横浜の大衆の歴史と文化の今、そして将来を芸術・市民双方の目線で発見することを目指し
ます。

参加講師（予定）
森日出夫 大西みつぐ
横木安良夫 ハービー・山

口
大森克己 細倉真弓
鈴木理策 頭山ゆう紀

５．フォトグラフィック・カンバセーション
オーディエンスの参加・出入り自由の、写真を巡るより開かれたプラットフォームを共有するトー
ク＆プレゼンテーション・イベントとなります。
「写真の対話」をテーマとするプレゼンテーション・イベントであり、写真家、写真評論家、キュ
レーター、アーティスト達が集い、ある者はパワーポイントで自らの作品を語り、またある者は写
真への解釈を共有し、ともに深めるためのセオリーを展開します。（1人当りの制限時間は25分）
朝から夜までオーディエンスの参加・出入り自由の写真を巡るより開かれたトーク＆プレゼンテー
ション・イベント「フォトグラフィック・カンバセーション」となります。

参加スピーカー（予定）
津田直（写真家） 大森克己（写真家）
竹内万里子（写真評論家・京都造形芸術大学准教授） 緒方範人（写真家）
中島英樹（アートディレクター） 吉野弘章（プロデューサー・東京工芸大学准教授）
清水穣（美術評論家） 鈴木理策（写真家）
小山泰介（写真家） うつゆみこ（写真家）
名和晃平（彫刻家） 沖本尚志（Photographica編集長）

後藤桜子（G/Pギャラリーアシスタントディレクター） 小崎哲哉（REALTOKYOおよびART iT発行人兼編集長）

良知暁（写真家）



６．「utsuroi　写真家18人からのメッセージ」上映会＆トークショー
フィルムや銀塩写真文化を残すために活動する者たちからのメッセージを届けます。
フィルムや銀塩写真文化を残そうと活動を始めた写真家の活動「ゼラチンシルバーセッション」の
プロデューサーとして携わった澤野計が2007年の1年間、ボランティアとして参加したことを端緒に
シネマフォトグラファーの梶本幸孝氏と共にテーマを追い続け、新たに追加取材した記録を加えて
完成させた記録映画です。
また従来の映画制作や興業スタイルを越えて、様々な新しい試みも同時にチャレンジしようとして
いる実験的な作品でもあります。
今回の上映会の上映前には関係者のトークショーの開催も予定しています。

" 鑑賞券付きのブックレットを事前に販売する形式の有料プログラムとなります。

【お問い合わせ先】
ヨコハマ・フォト・フェスティバル実行委員会
〒231-0063
神奈川県横浜市中区花咲町1-42-1　2F
NPO法人ザ・ダークルーム・インターナショナル内
TEL＆FAX：045-261-7654
E-mail：info@yokohamaphotofestival.org
URL：HYPERLINK "http://yokohamaphotofestival.org"http://yokohamaphotofestival.org（ヨコハマ・
フォト・フェスティバル公式サイト）

" イベントのプレスリリース、ロゴ、フライヤーは公式サイトのプレスのページからダウンロードす
ることが出来ます。
URL： HYPERLINK "http://yokohamaphotofestival.org/Press.html" 

http://yokohamaphotofestival.org/Press.html
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